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厚生労働省障害福祉課 

全国社会福祉協議会 

全国身体障害者施設協議会 

熊本県身体障害児者施設協議会 

熊本県障がい者支援課 

熊本市障害保健福祉課     御中           

熊本県身体障害児者施設協議会  

会長 三浦 貴子  

（愛隣館） 

熊本地震における支援等の状況報告について（２０号） 

５月26日～５月30日の報告をします。 

支援協力者―福岡県千歳療護園：財部さん・和田さん・古賀さん・川原さん・中川さん、

慈久園：古賀さん・吉田さん、菊池園：酒井さん・有馬さん・西本さん・山内さん・朝比

奈さん、長崎県長崎リハビリテーション：石原さん、光明園：宮崎さん、大分県ハーモニ

ーの森：堀田さん、宮崎県しおみの里：梅野さん・黒田さん、翼：比江島さん、日章野菊

の里：渡邊さん、愛生園：杉原さん、北郷荘：大磯さん、徳尾さん、鹿児島県光祐の里：

吉田さん、沖縄県松原園：知花さん・金城さん、東京三菱総合研究所：高森さん、山鹿市

ボランティア連絡協議会：瀬口さん・菅原さん・木村さん、山鹿市観光協会：川口さん、

ベトナム育英会：秀嶋さん、川崎さん、地域ボランティア：緒方さん。 

 

物資等の受け渡し 

 ・益城町立益城幼稚園（食料）← 愛隣館 

  

ご協力まことにありがとうございました。 
 
 

【活動と現状について】 

（１）支援報告 

① くまむた荘への人的支援は、福岡県、長崎県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県

の各施設から派遣継続中です。 

② 県能力開発センターは、福祉避難所に対し人的支援（夜間の応援１名）を受けてい

ます。山口県高嶺会が継続して入っておられますが、丁寧に引継ぎがなされていて

非常に助かっていると吉田施設長より伺いました。 

③ 大津町三気の家をお見舞い訪問しました。グループホームに被害があったと伺いま

した。 

④ ５月30日に、熊本県身体障害児者施設協議会、知的障がい者施設協会、精神障害者

福祉会連合会の相談支援専門員、管理者と被災地障害者センターくまもと（ＪＤＦ

派遣の人々）と共に、４チームで益城町在宅障害者の２次調査（対応）に入りまし

た。今週継続して行う予定です。３障害ベテランの相談員と当館にボランティアの

三菱総研高森さんの協力で、スムーズな始動となりました。 

 

 



（２）会議・情報交換 

① ５月26日、熊本県障がい者支援課と熊本県身体障害児者施設協議会、知的障がい者

施設協会、精神障害者福祉会連合会の各協議会の代表者で被災障害者ニーズへの迅

速な対応を図るための話し合いをしました。 

② ５月26日、熊本県社会福祉事業団の理事・評議員会があり、能力開発センターの福

祉避難所13名、被災者が集まって始まった身障センター福祉避難所（運営サポー

ト：県高齢者障害者福祉生活協同組合）に40名の利用者がいる状況を聞きました。

視覚、聴覚障害の人々は少しずつ減っていて、身障の人々の在宅生活復帰がこれか

らとのことです。 

③ ５月28日、厚労省の加藤様、新津様、大熊様が来館されました。 

④ ５月28日、県総合福祉センターにて熊本障害フォーラム（ＫＤＦ）の会合がありま

した。県ろう者福祉協会の松永会長挨拶の後、ヒューマンネットワーク熊本、手を

つなぐ育成会、身障・知的・授産施設協会、重身親の会など参加団体の状況報告、

県と市への質疑応答があり、仮設等住宅関連担当課も出席でした。後半、東京より

ＪＤＦ副会長の竹下弁護士（全盲連）が来訪されました。 

⑤ ５月30日、県社協評議員会にて、災害ボランティアセンターが最大17市町で開設さ

れ、５月29日時点で把握したボランティア参加は延べ７万１４２３人とのことでし

た。介護職員等派遣に尽力頂いている（現地派遣）全社協法人振興部岡崎さんと高

齢障害者福祉部高柳さんに挨拶しました。 

 

（３）被災地域支援 

① ５月27日、間接に温泉リフレッシュ事業へ紹介のあった南阿蘇村、立野の方々が避

難されている大津本田技研避難所を訪問しました。しかし、運営担当者が日替わり

でコーディネートを誰が担って頂けるかが難しい状況でした。 

② ５月28日、温泉リフレッシュ支援を２団体が利用されました。丁度、いやしの里楽

心館がマルシェの日で一般客で賑わっており、支援事業参加者も一緒に買い物など

大変喜ばれました。同日17時より、市社協栗原会長、観光協会高野会長等と集まり、

リフレッシュ支援事業の実行委員会を開催しました。５月の事業報告と６月の計画

等が合意されました。 

 

温泉リフレッシュ支援事業を利用されているある避難所の運営が月末に自治会から市へ

変わったそうです。そこで、朝７時から夜９時まで避難所にいてたくさんのトラブルにも

対応されていた自治会関係者の方々が役目を終え、初めて山鹿に来られました。まだ80名

程の方々がその避難所に残るので、どうかこれからもよろしくとのこと。震災をきっかけ

に知り合った方々なのですが、昔からの知り合いのような気持ちになります。記念にと頂

いた交通安全協会の熊のぬいぐるみを飾らせて頂きます。 

三浦貴子 

 

 

  （連絡先） 障害者支援施設愛隣館 

TEL：0968-43-2771 

FAX：0968-43-2793 


